
山梨県特別支援教育振興審議会 資料集Ⅳ 

【他プランとの関連】  
 
 
 
１ 「山梨県教育振興基本計画」山梨県教育委員会（R01～R05） 

 

 

２ 「やまなし子ども・子育て支援プラン」子育て支援課（H27～R01） 

 

 

３ 「やまなし障害児・障害者プラン 2018」障害福祉課（H30～R02） 

 



 
 

 

第１章 計画策定の基本的な考え方 

 １ 策定の趣旨 

    新しい時代を拓く本県教育の進むべき方向とその実現に向けた基本的な施策を明らかにす

るため、この計画を策定しました。 

 

 ４ 計画の期間 

    この計画の対象とする期間は、2019（令和元）年度を初年度とし、2023（令和５）年度を目

標年度とする５年間とします。 

 

第４章 山梨県教育の目指す方向 

 １ 基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料１ 山梨県教育振興基本計画（特別支援教育に係る内容について抜粋） 



２ 基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 ３ 施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第５章 施策の具体的方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

第１章 計画の基本的事項 

 １ 計画策定の趣旨 

「やまなし子ども・子育て支援プラン」は、すべての子どもが健やかに成長できるとともに、

本県で家庭を築き、安心して子どもを産み育てることのできるよう、子どもの最善の利益が実現

され、笑顔の子育てを笑顔で応援する社会の構築を目指します。 

 

 ４ 計画の期間 

この計画は、平成２７年度から平成３１年度までの５か年とします。 

 

５ 計画の進行管理 

県は、毎年度、計画における各事業の進捗状況を点検、評価し、山梨県子ども・子育て会議に

報告します。また、市町村子ども・子育て支援事業計画の見直し状況等を踏まえ、必要な見直し

を実施します。 

 

第４章 具体的な施策 

 ６ 支援を必要とする子どもたちへのきめ細かな取り組み 

 （４）障害のある子ども等への支援・特別支援教育の充実 

【施策の方向性】 【具体的な取り組み】 

○ インクルージョンの理念が社会に広がる

中、障害のある子ども一人ひとりのニーズを

把握し、必要な支援を行い、自立と社会参加

に向けた教育のさらなる充実を図ります。 

 

 

○ 障害のあるすべての子ども一人ひとりのニー

ズに応じた適切な教育を実施するため、教職員の

専門性の向上を図り、保健・福祉・労働等の関係

機関との連携の強化を図るとともに、障害のある

人と障害のない人との相互理解を促進するため、

特別支援学校と幼・小・中・高等学校等及び地域

の方々との交流を充実します。 

 

 

  

資料２ やまなし子ども・子育て支援プラン（特別支援教育に係る内容について抜粋） 



やまなし子ども・子育て支援プラン 施策体系 

 

 



 
 

 

 

第１章 プランの基本的な事項 

 １ プラン策定の趣旨 

このプランでは、今年（2018（平成30）年）発効から10 年の節目を迎える障害者の権利に関

する条約の趣旨や国の動向を踏まえ、障害者基本法の目的である共生社会の実現に向け、福祉は

もちろんのこと、医療や雇用、教育、買い物、地域安全、防災など、障害のある方を取り巻く環

境について総合的に取り扱います。 

 

 ３ 計画の期間 

2018（平成30）年度から2020（平成32）年度までの３年間 

 

第４章 分野別施策の展開 

 ５ 施策の展開 

 （３）自らの力を高め、いきいきと活動するための施策 

障害のある人の自立を促進する上で教育は重要な役割を担うことから、障害のある児童生徒が、

合理的配慮を含む必要な支援の下、その年齢や能力に応じ、かつ、その特性を踏まえた教育が受け

られるよう積極的に支援していきます。 

障害のある人が地域で自立した生活を送るためには経済的な基盤を確保する必要があるので、

その能力に応じて適切な職業に従事することができるように、多様な就労の機会を確保するとと

もに、個人の特性に配慮した職業相談、職業指導、職業訓練など、就労促進に向けた総合的な取組

を関係機関と連携を図りながら実施していきます。 

また、障害のある人が円滑に情報を取得、利用し、意思表示やコミュニケーションを行うことが

できるように、情報の提供やコミュニケーション支援を充実させていきます。 

また、障害のある人の行動範囲を広げるため、その移動手段などに対し支援するとともに、文化

芸術活動やスポーツなどにも積極的に参加できる環境を整え、地域での生活の質を高めていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

資料３ やまなし障害児・障害者プラン２０１８（特別支援教育に係る内容について抜粋）



やまなし障害児・障害者プラン２０１８ 施策の体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


